
①（特集）食コンディショニングチャレンジ（２）
「何を食べる？」を変えてライフステージ別の
不調を改善させよう

ライフステージ別の不調を改善　20歳代の女性

ライフステージ別の不調を改善　40歳代の女性

ライフステージ別の不調を改善　20歳代の男性

ライフステージ別の不調を改善　40歳代の男性

②嘱託医からのメッセージと医療情報

③平成30年度　インフルエンザ予防接種

④正しい知識で病気予防！「痛風＝おじさん病」ではない

⑤70歳以上の高額療養費の自己負担限度額が引き上げられ
ました

⑥平成29年度　収入支出決算

⑦平成29年度　保健事業・公告
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各年代の男女の食生活の傾向です。1日の食べ方と体調はつながっています。

こんな食生活になっていませんか？

自分や家族の食生活を振り返り、当てはまるものがあれば改善に取り組みましょう。
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はじめに
6月18日に発生した大阪北部地震におきまして、被災された方々にお見舞いを申し上げます。また、経験したことのないような豪雨およ

び猛暑が続き、さまざまな健康被害が心配されます。皆様におかれましては、日頃からの災害への備えと健康への気配りをどうぞお願

いいたします。

健診・保健指導・重症化予防
これらは、いずれも国策として行われている健康施策です。目的は、心筋梗塞や脳卒中といった心血管病および人工透析といった重症

な疾患を予防することです。健診を受けないと見つけることができません。保健指導で、生活習慣改善にトライしてみましょう。治療中

の方に対しては、栄養指導や受診勧奨などでサポートしています。かかりつけ医、診療所産業医、けんぽが協力して行って、継続できた

方は確実に成果を出しています。

禁煙
喫煙の健康被害は発がんのみではありません。血管病の重大な危険因子です。高血圧や糖尿病の治療中の方は、いまからでも禁煙の効

果は確実に現れます。ぜひ禁煙にトライしましょう。被保険者の方には、継続して、禁煙治療に補助を行っています。

医師の働き方改革
働き方改革の法案が国会を通過しました。罰則付きの残業時間の上限規制罰則を伴い、超過勤務が制限されます。医療界にも5年後には

適応され、医師の働き方改革の議論に拍車がかかっています。

医師、とくに勤務医が長時間労働になるのにはいくつかの理由があります。1）救急、当直体制などニーズが常に存在する。2）医師法

に基づく応召義務を果たさねばならない。3）主治医制の場合、患者家族への説明が時間外、休日になることが多い。4）外来、病棟業

務、検査、手術等が病院の営業時間内に行われ、それ以外のカンファレンス、事務作業、教育修練、学会発表、論文執筆等は時間外に

行われる。ざっと挙げただけでもこのようにたくさんあります。

以前は、自分の時間は患者の時間、を使命として、長時間勤務があたりまえでした。おそらく、診療科によっても偏りがあると思いま

す。しかし、平成16年度から開始された研修必修化以降の研修医は、多くの病院で労働者として労働時間が管理・規制されています。

当然その方々がこれからの医療の担い手になりますので、「医師の働き方改革」は待ったなし、になります。現に、昨年あたりから大病

院への労働基準監督署の立ち入り調査が相次いでいます。しかし、労働時間が規制されると人員不足、とくに地域医療の継続性が懸念

されるところです。

解決の糸口として、現場でいろいろな取り組みがされています。複数主治医制や宅直医などのタスクシェアリング、また事務作業を医療

クラークに代行してもらうなどのタスクシフティングなどが進んでいます。急速に進む高齢化により、医療は多様化・複雑化していま

す。医師・看護師のみでは対応ができず、薬剤師、理学療法士、作業療法士、検査技師、栄養士、ソーシャルワーカー、介護職など多職

種によるチーム医療が不可欠です。多職種カンファレンスは、いままでのような時間外に行うことは不可能です。時間内に多職種カンフ

ァレンスを行う文化は、これからの働き方改革へのヒントになるかもしれません。

多くの病院で、家族への病状説明を原則として時間内に行うように協力を呼びかけています。我が国の医療は、皆保険制度に支えられた

公共財です。社会全体で、それぞれの地域医療を守り発展していけるよう、これからが正念場です。
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【被保険者の事業所内接種の中止】
塩野義健康保険組合では、従来より保健事業の見直しを行ってきましたが、インフルエンザワクチンの被保険者（従業員）の事業所内

接種について、以下の理由により、本年度以降中止することにしました。

なお、外部での接種の補助（被保険者とその被扶養者、および任意継続被保険者とその被扶養者）は継続しますので、ご希望の方は昨

年同様、外部医療機関で接種することができます。ご希望の方は以下の実施要領に従ってお受けください。

事業所内での接種は中止しますが、セルフメディケーション（ ）は推奨いたしますので、今後も健康保険組合の補助を活用いただけれ

ばと思います。

セルフメディケーション：自分自身の健康に責任をもち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること

【理由】
昨年度、全国的なインフルエンザワクチンの不足により事業所における集団接種を一部の事業所で中止させていただきました。

今年度も昨年のレベルとはいかないまでも不足する懸念があります。

このような状況におきまして、シオノギがワクチンを一括購入し事業所内で接種することは、製薬会社としての倫理から見て相応しく

ないという考えから、健康保険組合では、本年度以降全社の事業所内接種を中止することにしました。

①被保険者とその被扶養者

②任意継続被保険者とその被扶養者
注）ご家族であっても、被扶養者になられていない方は対象外です。

最寄りの医療機関で接種してください。

平成30年10月1日 ～ 平成30年12月31日

【被保険者】１回の接種につき全額を補助します。

【被扶養者】１回の接種につき３,０００円まで補助します。

ただし、幼児等、医師の指示で2回接種を要する場合は、2回まで補助を行います。

なお、自治体等の公共機関から助成がある場合は、助成を利用してください。自己負担が発生した場合は、その金額について補助しま
す。

◆費用は個人で立て替えていただき、接種者ご自身宛の領収書を入手してください。（レシートなど宛名のない領収書、塩野義製薬株

式会社や各国内グループ会社宛の領収書、計算書は受け付けできません。）

◆「インフルエンザ予防接種費用請求票」をダウンロードして必要事項を記入、領収書を貼付したうえで健康保険組合に送付してくだ

さい。

◆請求票の送付期限：平成31年1月31日（木）までに必着（旧年度の請求票は受け付けできません。）

月末までに受理した請求票については、原則、翌々月の給与に加算して支払います。

油日アグロリサーチ（株）の方、任意継続被保険者（その被扶養者を含む）の場合は、原則、翌々月の２０日（２０日が土・日・祝日

の場合はその前日）に登録口座に振り込みます。

ただし、締め切りの都合等により１カ月ほど遅れる場合もありますのでご了承ください。
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ある日突然、足の親指のつけ根やひざなどの 関節がはれて、猛烈な痛みに襲われる痛風。血液中の尿酸濃度（尿酸値）が高い「高尿酸

血症」を放置すると、尿酸が結晶化して関節にたまり、炎症を起こして激痛発作が起こります。

痛風の患者数は約100万人で、9割が男性です。以前は50歳代が発症のピークでしたが、飽食の時代の影響でそのピークが30歳代に下が

っています。高尿酸血症で痛風を発症していない予備群がもっとも多いのも30歳代男性です。近年、女性の患者数も増えており、痛風

はもはや“おじさん病”ではありません。

また、高尿酸血症や痛風を放置すると、糖尿病や高血圧、脂質異常症、メタボを合併しやすく、動脈硬化が進行して心筋梗塞や脳梗塞

の発症リスクが高まります。腎機能の低下や尿路結石も起こりやすく、痛風の痛みだけでは すまなくなります。

そのため、若くても女性でも、高尿酸血症や痛風を予防・改善することが大切です。

「プリン体の多いビールやレバーを控えれば痛風にならない」と思っていませんか。ビールに限らずお酒の飲みすぎは禁物です。一方、

プリン体の7～8割は体内で生成されるため、プリン体の多い食品は過剰摂取しなければOK。それよりも、カロリーのとりすぎを抑え、

肥満を防ぐことが重要です。十分な水分補給、ウォーキングなどの適度な運動も心がけましょう。
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１カ月あたりの医療費の自己負担限度額は、70歳以上の人は70歳未満の人より低く設定されていますが、負担能力に応じた負担を求め

る観点から、平成30年8月から下記のとおりに引き上げられました。

〈　〉は直近12カ月間に同じ世帯で3カ月以上高額療養費に該当した場合の4カ月目以降の金額です。

１　対象世帯に70～74歳と70歳未満が混在する場合、まず70～74歳の自己負担額に限度額を適用した後、残る負担額と70歳未満の自己負担額を

合わせた額に限度額を適用します。

２　現役並み区分、 の人は、窓口支払い時に「限度額適用認定証」を提示すると、区分に応じた自己負担限度額までの支払いですみます。
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経常収支が赤字に

保険料収入の減少、医療費等の保険給付費の増加、高齢者医療等を支援するための納付金の増加等により、経常収支は赤字となりまし

た。

一般勘定

収入合計 37億1334万3千円

支出合計 35億1031万7千円

収支差引 2億 302万6千円

経常収支 1億5462万9千円

＊経常収支・・・財政調整事業のための収入支出などを除いた単年度の収支

介護勘定

収入合計 3億2684万3千円

支出合計 3億 347万9千円

収支差引 2336万4千円
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予算科目 事業名 事業の目的および概要
事業費
（千円）

実施状況・時期

特定健康診査事業

特定健診
被保険者（従業員のみ）

【目的】
健診受診により自身の健康状態を把握し、
疾病の早期発見、早期治療につなげてもら
う
【概要】
事業主の法定健診と同時に実施

24,422

平成29年度受診率：ほぼ10
0％

一般健診
（特定健診兼ねる）
被保険者（任継）
被扶養者

【目的】
受診率向上
【概要】
委託業者が提携している全国の医療機関で
実施。また、未受診者に対する受診勧奨（
はがき）の実施

平成29年度受診者：1,333人
平成29年度受診率：約60.9％

特定保健指導
事業

特定保健指導
【目的】生活習慣病予防のため
【概要】35歳から実施

9,403
平成29年度実施率：76％（3
年連続対象者除く）

保健指導宣伝

機関誌発行・
ホームページ運営

【目的】
加入者への健保情報、健康情報提供
【概要】
けんぽだよりの発行（年２回）
　現役社員：WEBによる閲覧
　契約社員、休職者、任継：自宅へ郵送
ホームページの随時更新

1,650

けんぽだよりの発行（年２
回）
　（子会社・契約社員・休職
者・任継含む）

育児指導用冊子
【目的】育児関連の情報提供
【概要】「赤ちゃんとママ」誌を送付

610

出産した被保険者、被扶養者
への育児指導冊子の配布（出
産後１年間、毎月）155件
(H29.4～H30.3実績）

データヘルス計画関連
データヘルス計画実施、データ分析、研究
会参加

3,422

【シオノギ健康宣言の具現
化】グループ全体で推進
【受診勧奨】
対象者8名のうち5名受診勧奨
実施、4名受診
【糖尿病重症化予防】
対象者22名のうち13名実施
【脳心血管疾患重症化予防】
対象者5名のうち2名実施

ヘルスアップポイント制度
健康インセンティブ制度の運用費、制度案
内

8,637
ヘルスアップポイント制度の
ポイント交換率：58.7％（H2
9年度利用額／付与額）

メンタルヘルス相談

【目的】
メンタル不調者への早期介入による重症化
予防
【概要】
専門カウンセラーによる相談事業の実施

1,740
平成29年度利用者数：59人、
うち被扶養者13人
利用率：1.2％

疾病予防

成人病・がん検診

【目的】
がんを含む成人病の早期発見
【概要】
胃がん、大腸がん、腹部エコー、眼底、BN
P、PSA等各種健診の実施

138,221

【平成29年度受診率（従業員
被保険者）】
受診率
胃98％、大腸96％、腹部10
0％、眼底99％、BNP100％、
PSA98％
【平成29年度受診率（従業員
被保険者以外）】
胃がん54.1％、腹部エコー81.
3％

婦人科健診
【目的】婦人科疾患の早期発見
【概要】乳がん、子宮がん検診を実施

【平成29年度受診率（従業員
被保険者）】
受診率87％
【平成29年度受診率（従業員
被保険者以外）】
乳がん82.8％、子宮がん73.
2％（健診受診者中）

二次検査費用補助

【目的】
有所見者の二次検査受診を促進
【概要】
３割自己負担分を補助（尿、血圧、血液検
査、胃カメラ、大腸ファイバー）

平成29年度件数：123件

歯科検診
【目的】虫歯、歯周病等の早期発見
【概要】正しい歯みがき方法の指導などを
行う

9,487

事業所集団検診、ネットワ
ーク健診により実施
平成29年度受診者率：43.

8％
　（事業所健診53.3%）

インフルエンザ予防接種補助
【目的】季節性疾患の予防のため
【概要】費用の自己負担を一部補助

11,639
【平成29年度接種率】55.4％
（うち従業員被保険者62.
6％）

禁煙補助

【目的】
喫煙者の禁煙を支援
【概要】
事業所内禁煙治療費補助、禁煙外来補助等
の実施

20

【喫煙率】16.6％
【平成29年度利用者】
事業所内禁煙治療補助：0名
禁煙外来補助：0名
らくらく禁煙コンテスト補
助：1名

体育奨励 健康ウォーク
【目的】生活習慣改善、運動習慣定着
【概要】毎年3月～5月、9月～11月にイベ
ントを実施

2,959
平成29年度参加率：42.2％(2,
154名／5,104名）

公告No. 年月日 公告事項

1 H30.4.1 選定議員の選定について

2 H30.4.1 組合会議員の就退職について

3 H30.4.1 選定議員の選定について

4 H30.4.1 組合会議員の就退職について
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